
『熊本県公共施設等総合管理計画』の改訂について

令和８年（2026年）３月 熊本県財産経営課

背景
➢ 平成28年熊本地震、令和２年７月豪雨、国土強靭化の県債償還が本格化する中、公共施設等の老朽化対策など必要不
可欠な歳出に加え、半導体関連産業の集積に伴うインフラ整備など本県特有の歳出も増加するなど、本県の財政運営は厳しい
状況にある。

趣旨
➢ 厳しい財政状況に応じたファシリティマネジメントをより一層推進し、適切な維持管理と費用の縮減を図る。
➢ 本計画に基づき、県有財産を総合的に企画、管理、活用し、最適な財産経営による財政負担の軽減と効率的活用、長寿命化
を推進する。

これまでの改訂 主な改訂内容

平成29年3月 インフラ長寿命化計画（行動計画）の位置付けを兼ねた

「公共施設等総合管理計画」とし、基本方針を

見直し、内容を充実

≪位置付け及び県の対応≫

【平成28年熊本地震の発生】

熊本復旧・復興４カ年戦略

平成28年熊本地震からの復旧・復興プラン

≪本県の状況≫

平成28年熊本地震の発生により、県内の公共施設にも

甚大な被害が発生

経営戦略的視点に立った県有財産の管理に関する基本方針

～ファシリティマネジメントの推進に向けて～（平成25年（2013年）３月策定）

≪国の取組み≫

インフラ長寿命化基本計画

（各省庁が策定）

・平成25年（2013年）11月：インフラ長寿命化基本計画を決定

・平成26年（2014年）4月：総務大臣から公共施設等総合

管理計画の策定要請

①総量最適化

量の見直し

②効率的活用

使い方の見直し

③長寿命化

質の見直し

経営戦略的視点に立った県有財産の総合的な管理に関する基本方針

～熊本県公共施設等総合管理計画～

≪３つの基本的取組み≫

保有総量の

最適化

歳出の削減

歳入の確保

中長期的な維持更新費

の平準化（削減）

≪本県の対応≫

・平成31年３月：「公共施設等総合管理計画」UD化事業の

追加のため一部改正

・令和３年３月：「個別施設計画」の策定

・令和４年３月：「公共施設等総合管理計画」長寿命化効果

額の算出結果等を追加のため一部改正

≪国の要請≫

新しいくまもと創造に向けた基本方針

令和２年豪雨からの復旧・復興プラン

【令和２年７月豪雨災害の発生】

≪本県の状況≫

広範囲に降った大量の雨が河川に流れ込み、

大氾濫を引き起こし、各地で甚大な被害が発生

・平成29年３月：インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁

連絡会議にて個別施設計画の策定要請

・平成30年２月：総務省は「公共施設等総合管理計画の策定

にあたっての指針」の改訂を行い、地方公共

団体に対し、令和３年度までに公共施設等総

合管理計画の改訂を要請（他指針内容の改訂あり）

（2017年）

（2018年）

（2017年）

（2019年）

（2021年）

（2022年）

「区分 内容

施設等の維持管理に
係る取組内容を強化

• 厳しい財政状況を踏まえ、維持管理費の平準化
や縮減及び長寿命化を図るため、日常的な点検
の徹底や事後保全から予防保全への転換、
PPP/PFI等の民間活力の活用をより一層進める

「県立大学」を
対象に追加

• 県立大学において、「熊本県立大学インフラ長寿
命化計画」を策定したため、本計画で位置付ける
個別施設計画に追加

• 本計画及び個別施設計画に基づき、効率的な
活用・保全を図る

「畜舎等建築物」を
対象に追加

• 農林水産部において、「畜舎等建築物個別施設
計画」を策定したため、本計画で位置付ける個別
施設計画に追加

• 本計画及び個別施設計画に基づき、効率的な
活用・保全を図る

※取組内容の強化及び対象施設の追加のみのため一部改訂として取扱い、計画期間
及びその他の内容は前回（令和４年（2022年）３月改訂））内容を引き継ぐ。


	スライド 1

